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当期の業績
　当期の日本経済は、新型コロナウイルス感染症問題に
より、外出自粛や休業が広がる等、経済活動が大きく制
限される環境下にありました。
　食品業界では、大きく市場環境が変化しており、食を
提供するインフラの役割として、これまで以上に安
全・安心を前提とした安定的な事業継続が求められて
います。
　このような状況下、当社グループは、状況に応じた出
張等の制限、工場見学の停止、テレワーク勤務の導入、従
業員に対する検査への補助等、感染症拡大を防ぐ取組み
を行う中で、厳格な生産管理体制のもと、安定的な製品
供給の確保に注力しました。
　コスト面では、袖ケ浦工場が前期２月に完成したこと
に伴う減価償却費の大幅な増加等により、売上原価は前
期比107.2％となりました。販売費及び一般管理費は、
家庭用製品の販売伸長に伴う販売促進費の増加等によ
り、前期比100.4％となりました。
　以上の結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高
35,100百万円（前期比1,319百万円増）、経常利益は

トップメッセージ

売上高 2020年3月期 2021年3月期 前連結会計年度比

ごま油 24,826 26,438 106.4%

食品ごま 8,867 8,550 96.4%

その他 87 111 127.0%

合　計 33,781 35,100 103.9%
※金額は表示単位未満切捨て

ごま油
75%

売上高
35,100
百万円

食品ごま
24%

その他 1%（百万円）

　株主の皆様には日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。また、このたびの新型コロナウイルスに罹患された皆
様にお見舞い申し上げますとともに、一日も早いご回復を心よ
りお祈りいたします。
　このような中、健康に対する社会的関心が深まる昨今、優れた
栄養素を含む「ごま」は健康食品としても注目を浴びています。
　「ごま」のスペシャリストとして、かどや製油グループは時代
の要請にお応えする新たな社会的な取組み、製品の開発にも邁
進してまいります。

代表取締役社長代表取締役会長
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売上高 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

単　体 連　結
64期

35,100

単　体 連　結
64期

2,101

単　体 連　結
64期

3,135

63期

33,781

62期

34,380

61期

30,601

60期

28,508

63期

2,552

62期

2,949

61期

3,465

60期

2,673

63期

3,462

62期

4,432

61期

5,138

60期

3,375

※61期より、連結財務諸表を作成しております。　60期は連結財務諸表を作成しておりませんので、単体財務諸表より記載しております。

（百万円）

かどや製油の戦略は中面にて

（百万円）（百万円）

3,135百万円（前期比327百万円減）、親会社株主に帰属
する当期純利益は2,101百万円（前期比450百万円減）
となりました。

来期の見通し

　新型コロナウイルスはワクチンの接種が開始された
ものの、未だ終息が見えず厳しい状況が継続しています。
ごま油・食品ごま市場でも同ウイルスの影響により、大
きな流れとして外食産業向けが落ち込む代わりに内食
向けが伸びる傾向にありますが、当社はグループ全体と
して家庭用・業務用に偏らない展開をしているため影響
は軽微であると考えております。
　また、ごま原料仕入においては、足元の買付状況や在
庫水準を踏まえると翌連結会計年度（2022年3月期）の
業績への影響は限定的であると考えております。
　生産ではこれまでの香川県小豆島の一工場体制から、
前期２月に千葉県袖ケ浦市に新工場を立ち上げ将来の
需要増及び不測の事態に対応可能な二工場体制となっ
ております。

　以上のことから、翌連結会計年度（2022年3月期）の
業績見通しは、売上高32,000百万円、経常利益2,900
百万円、親会社株主に帰属する当期純利益2,010百万円
を予想しています。なお、当連結業績予想は「収益認識に
関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用した
後の金額となっております。

株主還元
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重点政策の
一つとして位置付けており、配当性向の目標は単体の当
期純利益の40％を目処としております。ただし、業績に
関わらず1株当たり20円以上の配当を継続して行える
よう努力してまいります。
　この配当政策に基づき、来期の期末配当金については、
1株につき普通配当80円と予想しております。
　株主の皆様におかれましては、引き続き、ご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
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毎 日。
新ごま油習慣。
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「健やかごま油」 つのポイント3の

ごま油業界初の「トクホ」商品を発売

おいしく続ける「大さじ1杯（14g）」のごま油習慣
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毎日の大さじ1杯（14g）で
血清LDLコレステロールを減らすのを助ける

いためる
いつもの油を

健やかごま油に

あえる
健康レシピが

ぐんと広がる！

かける
“ちょい足し”で
味も健康にも◎

1
味も風味もそのままに
「トクホ」でも変わらない
「ごま油」本来のおいしさ2

ごま油100％※で「トクホ」を取得
関与成分は「ごま」由来成分
※ 原料がごま100％のごま油のこと。

料理好きな女優の蒼井優さんを広告に起用。
当社ホームページ、 TVCM、WEB広告等にて展開中。

3

＜許可表示＞本品はセサミン・セサモリンが含まれており、血清LDLコレステロールを減らすのを助けます。血清LDLコレステロールが高めの方におすすめします。
＜1日当たりの摂取目安量＞ 1日当たり、大さじ1杯（14g）を目安に使用してください。普段ご使用の食用油と置きかえて、毎日の食事の中でお召し上がりください。
食用油の過剰摂取をさけるため、摂取目安量を守って使用してください。食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

TOPICS
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現在の取組み 今後の取組み

「ONE Kadoya 2025」について

中期経営計画の枠組み

SDGsへの取組み

売上について
国内事業、海外事業、カタギ食品との連携強化等の各種施策実行により、
中期経営計画最終年度には380億円の売上を目指します。

ESG（環境・社会・ガバナンス）の
視点からの経営

SDGsへの取組み

ROE8%以上財務目標

経常利益率10%以上財務目標

新商品
「健やかごま油」

新商品
高付加価値商品の投入

新規取組み
販路・EC

リニューアル
既存商品

長期ビジョン

新規取組み
M&A等国内外成長投資

昨年発表したグループ長期ビジョンの実現に向けた5ヵ年の中期経営計画である「ONE Kadoya 2025」
においては、企業成長に向けた「変革と挑戦」を継続し、「かどや」の強み及び商品開発に磨きをかけ、当社グ
ループの根幹を支える国内事業での事業規模・収益拡大を図るとともに、将来の成長ドライバーとなる海外
事業、通信販売事業を推進します。

持続可能な社会の実現に向けて社会課題の解決に挑戦すると同時に、社会と共創し、かどや製油グループと
して成長を遂げていきたいと考えます。
今後の取組みとして、当社の事業にとって重要な原料調達において海外の生産者とのパートナーシップの
更なる緊密化を進め、農業活動への支援、再生可能エネルギー等での温室効果ガスの排出量削減、賞味期限
延長等による食品ロスの削減を考えております。

食品ロスの削減

食品ロスの削減

脱脂ごまを飼料・肥料としての二次活用

CO2排出量の削減

CO2排出量の削減

LNG活用

顧客ニーズ起点の商品開発、顧客目線でのマーケティング
販売チャネルの拡大（Eコマースの強化、販売地域の拡大等）
食品ごま事業の再定義・再構築（カタギ食品との製販体制最適化等）
M&A等による国内外成長投資

その他

ごま生産農家支援

自然保護団体・食料支援機関への寄付
食育活動など

タンザニア・ゴマ・プロジェクト
持続可能な有機ごまの調達

工場内の照明のLED化
ボタニカルインキの
使用

太陽光発電システムの導入検討
「グリーンエネルギー」
の活用検討

原料の歩留まり率の向上
賞味期限の延長

アップサイクルへの取組み
ごま粕からの食品タンパク、 「澱」の
バイオ燃料としての活用

［注1］原材料の一部を石油由来成分から植物由来成分に置き換えたインキ。化石資源の節約、 CO2排出量の削減に効果があります。

事業戦略

経営基盤の強化

中長期
戦略

短期
戦略

2020年度

売
上
高

2025年度2024年度

［注2］

［注1］

［注1］「収益認識に関する会計基準」等を適用したと仮定して算出した概算金額です。　 ［注2］本件による効果は中期経営計画に含んでおりません。
2023年度2022年度2021年度

314億円売上高

300億円
国内事業

（内カタギ食品40億円）

65億円
海外事業

15億円
通販事業

売上高
2025年度：

380億円（20年度比＋121％）

変革と挑戦！
健康と笑顔を届けるNo.1を目指す！

［注1］
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代表取締役会長
代表取締役社長
取締役
取締役
取締役

小澤　二郎
久米　敦司
井尻　尚宏
中山　裕章
長澤　昇

取締役
取締役
取締役
監査役
監査役

川上　三知男
齋藤　聖美
大西　賢
山内　文明
植松　博司 

商号 かどや製油株式会社
（Kadoya Sesame Mills Incorporated）

資本金 21億6,000万円

創業 安政5年（西暦1858年）

設立 1957年5月2日

営業品目 印・純正ごま油、純白ごま油、ラー油
印・食品用ごま製品
印・脱脂ごま

従業員数 377名（連結：518名）

取引銀行 みずほ銀行 五反田支店
三井住友銀行 五反田支店
三菱UFJ信託銀行 本店
三菱UFJ銀行 五反田支店

事業所 本社／〒141−0031
　東京都品川区西五反田8丁目2番8号
　電話03（3492）5545（代表）
　FAX03（3492）5985
小豆島工場／〒761−4101
　香川県小豆郡土庄町甲6188
　電話0879（62）1133（代表）
　FAX0879（62）1135
袖ケ浦工場／〒299−0247
　千葉県袖ケ浦市椎の森385-41
　電話0438（38）5014（代表）
　FAX0438（38）5019
支店／仙台支店、東京支店、名古屋支店

大阪支店、広島支店、福岡支店
営業所／札幌営業所

子会社 カタギ食品株式会社

会社概要 （2021年3月31日現在）

役員 （2021年6月22日現在）

監査役
監査役
監査役

秋元　建夫
磯貝　進
吉田　昌悟

札幌営業所

仙台支店

名古屋支店

大阪支店

小豆島工場

広島支店

福岡支店

本社
東京支店

ネットワーク

袖ケ浦工場
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日頃の感謝を込めて、毎年3月31日現在
100株以上お持ちの株主様へ、「ごま製品
詰め合せセット」を贈呈しております。 
本年も小豆島ならではの特産品も含めた
特製セットをお届けします。
ご家族やご友人の皆様でお試しいただけ
ましたら幸いです。 

100株以上保有株主様への贈呈品例

1,000株以上保有株主様への贈呈品例

株主優待制度について

割当基準日 3月31日

基 準

所有株式数
100株以上保有の株主様
所有株式数
1,000株以上保有の株主様

内 容
1,500円相当の当社製品詰め合せ
3,500円相当の当社製品詰め合せ

贈 呈 時 期 お届けは6月下旬～7月中旬頃の予定
となります。
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本社 〒141-0031 東京都品川区西五反田8丁目2番8号 
TEL 03(3492)5545 　FAX 03(3492)5985 
https://www.kadoya.com/

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
基準日 毎年3月31日

そのほか必要ある場合には、あらかじめ
公告いたします。

定時株主総会 毎年6月下旬
期末配当金支払株主確定日 毎年3月31日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

( 電話お問合せ
 郵便物送付先 ) 〒137−8081 

新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

公告方法 電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由により、電子
公告をすることができない場合は、日本経済新聞
に掲載いたします。

〈公告掲載アドレス〉 https://www.kadoya.com/
上場取引所 東京証券取引所 市場第1部
証券コード 2612

株主メモ

株式の状況 （2021年3月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 16,000,000株
(2) 発行済株式の総数 9,400,000株
(3) 株主数 7,281名

三菱商事株式会社 2,477,000 株
三井物産株式会社 2,019,500 株
小澤物産株式会社 1,063,186 株
小澤商事株式会社 428,314 株
国分グループ本社株式会社 300,000 株
日清食品ホールディングス株式会社 300,000 株
伊藤忠商事株式会社 200,000 株
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 112,300 株
株式会社日本カストディ銀行(信託口) 101,500 株
株式会社J−オイルミルズ 100,000 株
日本山村硝子株式会社 100,000 株

大株主 （上位11名）


